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〈 はじめに 〉決算説明資料

全体のポイント

2009年4月期決算について

パーソナルパブリッシングサービス事業において 海外向け売上が伸び悩むとともにパ ソナルパブリッシングサ ビス事業において、海外向け売上が伸び悩むとともに、

新ソフトウェアや新サービスの投入が計画より大きく遅れたことを主要因として、売

上、利益とも計画を達成することができなかった。一方、国内ＢｔｏＢ向け売上やメ

モリアルデザインサ ビス事業は底堅く推移したモリアルデザインサービス事業は底堅く推移した。

2010年4月期計画について

厳 経済環境が続くと予想される中 パ パブ シ グ ビ 事業 お厳しい経済環境が続くと予想される中、パーソナルパブリッシングサービス事業にお

いて、コンベンションの開催や業務提携の拡大により、知名度の向上を図り、増収増

益を計画。メモリアルデザインサービス事業においても新たな提案を企画。

2009 Asukanet Co.,Ltd. All rights reserved.



Ⅰ 2009年4月期 決算の概要

Balancing of accounts summary



Ⅰ 2009年4月期 決算の概要

1.決算概要

①売上 メモリアルデザインサ ビス事業は堅調であ たが パ ソナルパブリ シングサ①売上について……………

②売上構成比について……

③原価率について

メモリアルデザインサービス事業は堅調であったが、パーソナルパブリッシングサー
ビス事業が計画を下回った。

パーソナルパブリッシングサービス事業の伸びがメモリアルデザインサービスの伸び
を上回り、前期に比べると売上構成比が2ポイント上昇した。

オンデマンド印刷機の耐用年数の短縮による減価償却費の増加や、円高の影響、また③原価率について…………

④販売管理費率について…

⑤利益の予算比について…

下期において生産稼働率が予定より下回ったことから、原価率が4ポイント上昇した。

ＪＳＯＸ対応などへの管理費の上昇や減価償却費の増加があったものの、経費の抑制
に努め、前期に比べ0.6ポイント減少した。

パーソナルパブリッシング事業の計画未達が大きな要因となり、経常利益、当期純利
益とも予算を達成できなか た

葬儀社や写真館との間にネットワークを構一冊からの本格的写真集をインターネッ

パーソナルパブリッシングサービス事業 メモリアルデザインサービス事業
2009年4月期売上実績

益とも予算を達成できなかった。

築し、葬儀に使用する遺影写真の合成・加

工などを行い、配信するサービス。
トから受注し製作するサービス。

従来の写真プリントを印刷・写真集に置

き換える新しい写真文化を提唱。
メモリアル

デザイン

サービス事業

パーソナル

パブリッシング

サービス事業約4,500社の BtoBを主体とした

39.5％
事業

60.5％
約 , 社の

写真館などBtoBや

コンシューマーに

月間約35,000冊を提供

BtoBを主体とした

約1,610社の葬儀社などに対して、

年間約25万枚の

写真画像を提供

チャレンジングビジネスモデル 安定ストック型ビジネスモデル

ー 5 ー
2009 Asukanet Co.,Ltd. All rights reserved.



Ⅰ 2009年4月期 決算の概要

2.損益状況

単位：百万円

2009年4月期 2008年4月期 増減額

実 績 ％ 当初計画 ％ 実 績 ％ 対計画比 対前期比

売上高 4,505 100.0 5,000 100.0 △4954,072100.0 ＋433

(メモリアルデザインサービス事業)

(パーソナルパブリッシングサービス事業)

売上原価 -

売上総利益

1,781

2,724

2,222

2 282

39.5

60.5

49.3

50 7

1,800

3,200

41.5

58.5

45.3

54 7

△19

△476

-

1,691

2,381

1,843

2 229

36.0

64.0

-

＋89

＋343

＋379

＋53売上総利益 -

販売費及び一般管理費 -

営業利益 660 

経常利益

2,282

1,733

549

546

50.7

38.5

12.2

12.1 665

54.7

39.1

15.6

15.7

-

-

△111

△119

2,229

1,593

636

637

-

-

13.2

13.3

＋53

＋140

△87

△90

当期純利益 380 8.9 △793637.6 △61301 6.7

※パーソナルパブリッシングサービス事業において、特に第３四半期以降、海外向けや国内ＢｔｏＣを中心に、売上が大きく計画を下回ってし

まった。生産面においても、設備、人員とも第３四半期以降稼働率が低下し、原価率が上昇してしまった。経費の抑制をおこなったものの、そ

の効果は限定的であり 利益も計画未達成となったの効果は限定的であり、利益も計画未達成となった。

ー 6 ー
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Ⅰ 2009年4月期 決算の概要

3.費用構成

単位：％

2008年
4 月 期

増 減 主な増減要因
2009年
4 月 期

オンデマンド印刷機の耐用年数短縮による減価償却費の増加、円高、下

期における生産稼働率の低下により、減少した。
売上総利益率 54.7 50.7 △4.0

単位：百万円

広告費 販促費

主な増減要因販売費及び一般管理費

海外売上の計画未達成により販売手数料が減少した

2008年
4 月 期

増 減
2009年
4 月 期

＋35

△9
広告費・販促費
販売手数料

減価償却費 支払家賃

＋72人件費

102

367

574

137

358

646
パーソナルパブリッシングサービス事業におけるサポート人員や、シス

テム開発・運用人員が増加した。

海外売上の計画未達成により販売手数料が減少した。

新社屋や新サ ビス向けソフトウ アの償却費の増加などによる＋35

＋10発送配達費

減価償却費・支払家賃

旅費交通費

102

82

106

137

92

106 -

新社屋や新サービス向けソフトウェアの償却費の増加などによる。

売上の増加に伴うもの。

ー

＋31その他

合計 ＋140

旅費交通費

360

1,593

106

391

1,733

106

監査報酬の増加、セキュリティ対策によるソフト購入費等備品費の増加

など。

ー 7 ー
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Ⅰ 2009年4月期 決算の概要

4.財務状況

単位：百万円

増 減 主な増減要因
2008年
4 月 期

2009年
4 月 期資産の部

流動資産

固定資産

△62

＋185

1,181

1 690

1,243

1 504

設備投資資金の一部を手元資金で充当したため、現金預金が減少
した。

メモリアルデザインサービス向け新社屋の建設が主要因で、増加
した

固定資産

資産合計

2008年 2009年

＋185

＋123

1,690

2,872

1,504

2,748

した。

長期借入金による資金調達により増加した。

680

152

507

239

負債・純資産の部

流動負債

固定負債

増 減 主な増減要因
2008年
4 月 期

2009年
4 月 期

△172

＋87

前期の反動により、未払法人税等が減少した。

主に利益計上により剰余金が増加した。

832

1,916

2 748

746

2,125

2 872

負債合計

純資産合計

負債 純資産合計

△85

＋209

＋1232,748 2,872負債・純資産合計 ＋123

ー 8 ー
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Ⅰ2009年4月期 決算の概要

5.キャッシュ・フローの状況

単位：百万円

2008年
4 月 期 増 減

営業活動による
キャッシュ・フロー

主な増減要因
2009年
4 月 期

796 △341455
前期の利益増加により法人税等の支払いが増加した。

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

△67

△524 △55△579

＋9831
設備投資資金の一部を借入金により調達した。

新社屋用の建設やソフトウェアの開発など積極的な設備投資を行っ
た。

△93505598
現金及び現金同等物の
期末残高

ー 9 ー
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Ⅰ2009年4月期 決算の概要

6.全社的トピックス

●本社近隣にメモリアルデザインサ ビス事業用新社屋建設●本社近隣にメモリアルデザインサービス事業用新社屋建設

●本社より移転し、本社においてパーソナルパブリッシングサービス

事業の生産スペースを確保
新社屋の建設

●アメリカ向け売上が第３四半期以降鈍化

●ヨーロッパ、オーストラリアは本格立ち上げ準備中

●イギリスに代理店を設置
厳しい海外市場

●コンシューマ向け「かんたんMyBook」サービスのリリース（3月）

●プロ向け発注ソフト「ASUKABOOK Maker」のリリース（12月）

●いずれもリリースが予定より大きく遅れてしまった
新サービスのリリース

●配当／当期 1,750円 来期予定 1,750円

●配当方針／配当性向20％を目安
株主還元について

ー 10 ー
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Ⅱ メモリアルデザインサービス事業

Memorial Design Service



Ⅱ メモリアルデザインサービス事業

1.事業概況・売上の推移

単位 千円
■売上の推移

1,800,000

2,000,000
単位：千円

1 535 302
1,588,494

事業概況

○ カラー額が好評で、額やサプライ用

1,691,153

1,781,042

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,476,266

1,535,302 ○

○

カラ 額が好評で、額やサプライ用

品の売上は好調に推移。

ビデオなど映像関連演出は市場の受

入が進み 堅実に伸長

800,000

1,000,000

○

入が進み、堅実に伸長。

事業全体ではほぼ計画通りの売上達

成。

400,000

600,000

0

200,000

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

ー 12 ー
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Ⅱ メモリアルデザインサービス事業

2.重要指標の推移

■新規加工枚数と電照加工枚数の推移 ■遺影写真出力システム設置件数の推移
単位：件単位：枚 単位：件

70,766
76,621

79,030
84,697

250 000

300,000

350,000

267,196

290,296
303,793

317,869 333,485

60,740

,

150,000

200,000

250,000

206,456
219,530 227,172 238,839 248,788

50,000

100,000

0

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

新規加工枚数 電照焼増枚数

光るパネルの浸透により、新規加工枚数に対する電照焼増枚数の割合が増加傾向にある。

※電照写真：主に葬祭会館祭壇用に当社が開発したエッジライト（導光板）やＬＥＤを応用した光るパネル（額）を提供し、

そのパネルに使用するフィルムへ出力した写真。

ー 13 ー
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Ⅱ メモリアルデザインサービス事業

①市場環境

マクロ的には高齢化社会に向け市場は漸増

3.市場環境

死亡者数予測・マクロ的には高齢化社会に向け市場は漸増

・一方で、会葬者の減少で葬儀社の環境は予断を許さない

・葬儀社間競争‥差別化ニーズの増加

→ビデオなど新たな演出ツールの提供

死亡者数予測

・花祭壇の浸透‥花祭壇に合った葬儀演出のニーズ

・加工技術とサポート体制への信頼性向上

＋東証マザーズ上場による安心感が市場に浸透

・映像演出ツールが浸透しつつある

カラ―額のイメージ

・当社のモデルを模した事業者が特定地域にて展開
出典：人口問題研究所予測データ

②当期の取組み

大手 中堅葬儀社の獲得大手・中堅葬儀社の獲得

偲ぶっくやカラー額など新製品の拡販

生産効率の継続的改善とサポ ト強化 電話応対力強化生産効率の継続的改善とサポート強化、電話応対力強化

地域別映像コンテンツの作成と新映像サービスの販売強化

営業・技術・生産が一体となった顧客サポート

ー 14 ー
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

Personal Publishing Service



Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

1.市場別売上の推移

■市場別売上金額の推移

431,86272,048

75,575

2,500,000

3,000,000
2,724,756

2,381,623

単位：千円

・ ＢtoＢは全国の自社営業体制が

顧客に浸透し 底堅く伸長

事業概況

482 302

585,184124,763

165,732

272 491

474,546

59,618

1 500 000

2,000,000

1 162 761

1,690,042 ・

顧客に浸透し、底堅く伸長。

ＢtoＣは伸びているものの、新

サービスのリリース遅れや経済

情勢の影響も受け、計画は下回

992 393 1 224 196
1,466,403

130,355

194,499

290,923

482,302

29,477

74,617

82,895

272,491

34,008

40,095

1,000,000

1,500,000

787,147

1,162,761

・

る。

海外は、円高に加え、第３四半

期より受注が伸び悩み、前年を

下回った。
895

10 287

611,602 815,797

992,393 1,224,196130,355

0

500,000

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

・

下回った。

ＢtoＨは、アナログ受注をメイ

ンとした写真愛好家層への浸透

は苦戦も、ネットを通じた高額

製品の受注は増加

10,287

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

BtoB BtoC BtoH 海外 送料ソフトオプションその他

製品の受注は増加。

※BtoHのＨとは、ハイエンドアマチュア（写真愛好家）の意

なお、前々期のMybook Editor3.0のリリースにより、アートブックをマイブックに統合したため、マイブックのうち、ブックサイズが大

きく単価の高いもの（Ａ３相当サイズ）を、ハイエンドアマチュア向けと仮定し、ＢｔｏＨ売上に含めている。

ー 16 ー
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

2.重要指標の推移

■BtoB契約件数の推移 ■BtoC「MyBook Editor」 ■「Auto Album」

28000

32000

9,421

11,194

10000

12000

24,003

140,000

160,000

ダウンロード数の推移

単位：回単位：件

会員数の推移

単位：人

143,318

120,157

28,357

16000

20000

24000

4 354

5,829

7,695

4 557

6000

8000

21,054

39,496 38,253

72,815
80,000

100,000

120,000

120,157

85,634

110,315

93,412
19,347

4000

8000

120004,354

2,049
2,708

3,465

4,035
4,557

2000

4000

64,580

80,661 81,062

23,818

6 583

13,682

5,495

81,334

20,000

40,000

60,000

0

2008年4月期2009年4月期

オートアルバム会員数

0

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

契約件数 稼動件数

6,583
0

2005年4月期 2006年4月期 2007年4月期 2008年4月期 2009年4月期

ＭＢＥ3.0ダウンロード ＭＢＥＤＸダウンロード ＭＢＥダウンロード

BtoBは、契約から受注まで一定の時間がかかる 「MyBook Editor 3.0」のバージョンアップはな 前期にアフェリ
エイトで獲得し

（契約→見本作製→見本展示→予約→撮影

→納品）モデルである。

契約件数、稼動件数とも順調に推移している。

かったものの、「MyBook Editor 3.0」のダウン

ロード数は増加している。

た仮会員に期限
切れによる退会
が 発 生 し て し
まった。会員の
獲得に注力。
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

3.BtoC市場の取り組み状況 〜デジカメで変わる写真文化(1）

知名度アップ

「MyBook」

ユ
ー
ザ
ー
の
誘
導

こだわり派のための機能強化と

バリエーション充実でリピートアップ

「かんたんMyBook」

クライアントアプリ

写真集

「MyBook」導

ネットでの

写真の楽しみ方を提供

ネット上で簡単に作れる写真集自動

レイアウトアプリケーション

プリントに替わる新しい写真保存方法

「Auto Album」
Webアプリ

アルバムWebアプリなので わ 新 写真 法

Webアプリ入門編として主に主婦層に普及
アル ム

写真共有
「PHOTO GET」

写真のダウンロードや整理はもちろん

家族や友人間で写真の交換ができるサービス

業務提携も容易

写真ブログ
「みてみてぶろぐ」

家族や友人間で写真の交換ができるサ ビス

写真の個展・イベント・コミュニティーなど写真の楽しさを

提供する写真関連情報ポータルサイト

フォトサイト

知名度潜在顧客の確保
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

3.BtoC市場の取り組み状況 〜デジカメで変わる写真文化(2）

☆アスカネットが目指すデジカメ写真のアウトプット☆

従来のフィルム+印画紙では出来なかった、デジタル写真ならではの楽しみ方を提供。

自由なデザインで 自分だけの

楽しむ「 MyBook 」 ネットで作れる「 かんたんMyBook 」

ンシ マ ユ ザ 待望の自由なデザインで、自分だけの

本格的写真集が作れる。顧客満

足100%を目指したサービス。

「MyBook Editor 」のバージョン

アップによって、マスクの充実や

●

コンシューマーユーザー待望の

ネットで作れる写真集制作アプ

リケーション。

写真のアップロード&テーマの

選択のみで、写真集が簡単に

●

アップによって、マスクの充実や

レイアウトの自由度を高めるな

ど、さらなる機能強化。

低価格から高級品まで製品ライ

ンナップも一層充実。

●

作れるサービス。

ジャンルに合わせて数十種類

のデザインテンプレートを完備。

ユーザー登録やログインをする

ことなく写真集の注文が可能。

●

●

撮影した写真をアップロードするだけでアルバムやCDになって届く、DPE+アルバム整理に替わる

保存する「 Auto Album 」

写真の新しい保存方法。

●

●
●
●

デジタルカメラで撮ったデータをネット送信するだけで自宅にハードカバー製本のアルバムが届く、簡単発注
のオンラインサービス。
主婦やOL層をはじめとしたデジカメユーザー全般がターゲット。
DPEや自宅でのプリント出力、写真の整理などの手間が省け、短納期・ロープライスも実現。
ユーザー登録によるデータ保存も可能で ホームページ上の閲覧・公開・追加・排除もできる● ユ ザ 登録によるデ タ保存も可能で、ホ ムペ ジ上の閲覧 公開 追加 排除もできる。
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

3.BtoC市場の取り組み状況 〜デジカメで変わる写真文化(3）

☆アスカネットが目指すデジカメ写真のアウトプット☆

交換する「 PHOTO GET 」

ゲ 家族 友 簡単 真 交換が きる無料 ビ

さらに広がり進化するデジタル写真ならではの楽しみ方。

「かんたんMyBook」

への発注が可能

フォトゲットは家族や友人と簡単に写真の交換ができる無料サービス。
招待した友人どうしで写真を共有、ダウンロードや写真の整理も可能。

無料のユーザー登録で90日間自分の写真をアップロードできるサーバー（1GB×5）の利用が
可能。
友人や家族を招待して 互いの写真のダウンロ ドやア プなどの写真交換が可能

●

● 友人や家族を招待して、互いの写真のダウンロードやアップなどの写真交換が可能。
サーバー内では、日付け順での並べ替えや日付けによる表示など写真データの整理と管理も
できる。

●

●

「Web 2.0」を採用した、写真好きな方のためのブログ。（SNS機能あり） 写真関連情報

ポータルとしてのWebサービス〜写真発表の場・写真自慢など 。

集 う「 みてみてぶろぐ 」

自分のブログの管理画面に、写真データをドラッグアンドドロップするだけで簡単に閲覧・公開が
可能。
従来と異なり、写真が主なコンセプトで、大きなビューアーでスライドショー（ショートコメント可能）
として見ることができる。
SNSとしての機能の充実、フォト自慢・コミュニティーやイベント・写真の個展など、写真を中心とし
た楽しさの提供

●

●

●

た楽しさの提供。
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

4.当期の取り組み状況 〜営業面について

○当社が創造してきた“一冊からのオンデマンド印刷による写真集”市場が大きな注目を集めてきた。○当社が創造してきた 冊からのオンデマンド印刷による写真集 市場が大きな注目を集めてきた。

○国内・海外ともに、当社のビジネスモデルを模した他社からの参入がみられる。

○当社のクオリティーや多彩なラインナップ、ユーザーサポートなどは他社に比べ優位性は顕著。
競争環境

各市場における優位性の拡大を目的とした施策

B to H ● パソコン教室市場及び量販店への取組強化

● 各地でのミニセミナーの積極的実施による顧客囲い込み

B to B

● 各地でのミニセミナーの積極的実施による顧客囲い込み

● 新製品のリリースで婚礼写真市場への更なる浸透とカスタマイズ製品の提供

●「ASUKABOOK Maker」での発注促進

● 各地でのコンベンションへの継続的参加

● 「ASUKABOOK M k 発注促進海 外

B to C

● 「ASUKABOOK Maker」での発注促進

● イギリスでの代理店の設置

●「かんたんMYBOOK」サービスのリリース ●ＴＶでの紹介などＰＲ活動の強化

● ユーザーサポートの強化、ＳＥＯ対策、イベント等での露出

● 業務提携の推進 ● 卒業・卒園アルバム市場の深耕

“ ASUKABOOK Maker ” の普及拡大ASUKABOOK Maker  の普及拡大
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

5.当期の取り組み 〜開発面・生産面について

BtoB 向け

ASUKABOOK Maker
開

・本年3月にようやくリリース

・写真集作成に特化し、特殊な専門知識がなくとも、すぐれた

デザインが可能なソフトというコンセプト

特 善事 も多開

発

・特にMAC版において要改善事項も多い

・昨年12月ようやくリリース

・Ｗebベースでよりかんたんにマイブックが発注できるサービス
BtoC 向け

かんたん MyBook

より美しい6色印刷を開発

・サーバー間連携での発注が可能なため、業務提携を積極的に模索
かんたん MyBook

生

品質の向上

製品ラインナップ

・より美しい6色印刷を開発

・製本手法の改善

・新しい大きさ、新しいスタイルの新製品をリリース

産
の拡充

生産能力の拡大

・可変ページの製品立ち上げ（かんたんMyBook）

・メモリアルデザインサービス事業部門の移転により生産スペース確保

・特に下期は、設備、人員とも稼働率が低下してしまった
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Ⅲ パーソナルパブリッシングサービス事業

6.市場環境

当社サ ビスにより再認識された写真市場

●建築工程
●完成写真
●ハウジングメーカー

●商品紹介
●カタログ

●行事記録

写
真
の

当社サービスにより再認識された写真市場

（工程を撮影したブックのプレゼント）

●少子化のための

少部数アルバム

●従来のアルバム
から写真集に

●デジタルカメラ
のアウトプット

●行事記録

建築写真

学 校

アルバム家庭の写真

コマーシャル

フォト

写真を写真集に出来る

の
ア
ウ
ト
プ
ッ

写
真
の

●家庭の写真から
著名人の記録

●風景・マリン
●鉄道・天体・花
●ドキュメンタリー

アルバム

自分史

追悼本

芸 術
ブライダル

趣味の写真

写真を写真集に出来る

写 真 市 場
ト
市
場
（
約
五

の
印
刷
出
版
市スポーツ

●限定ステージ版
●発表会
●お宝写真集

●ホテル
●ハウスウエディング

芸 術

舞台写真
写 真

五
千
五
百
億
円
）

場
スポ ツ

●大会・試合
●趣味の写真

●選手の写真

●お宝写真集
）

小部数の学校アルバムや作品集など、今まで不可能であったため認識されていなかった市場が、

当社サービスの提供により新しい市場として注目されている。
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Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

Achievement prospect



Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

1.業績見通し（前年比較）

単位：百万円（1株あたりの当期純利益・年間配当を除く）

2009年4月期 2010年4月期 前 年 比

売 上 高 4,505 4,825 107.1%

メモリアルデザイン
サービス事業

1,781 1,880 105.6%

パーソナルパブリッシング
2 724 2 945 108 1%

サービス事業
2,724 2,945 108.1%

営 業 利 益 549 577 105.1%

経 常 利 益 546 575 105.2%

当期純利益 301 327 108.1%

7,631.92  1株当たり当期純利益（円） 7,014.69 108.8%

1株当たり年間配当（円） 1 750 100 0%1 7501株当たり年間配当（円） 1,750 100.0%1,750
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Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

2.業績見通しのポイント

売 上

● メモリアルデザインサービス事業は、引き続き安定成長

● パーソナルパブリッシングサービス事業は、厳しい経済環境を受け、

海外や国内ＢtoＣの伸びを限定的に計画

● 印刷機の減価償却費は減少するものの、ソフトなどの償却費の増加や、

生産稼働率が従来より低下することを見込むともに 下記先行投資も実

利 益

生産稼働率が従来より低下することを見込むともに、下記先行投資も実

施するため、利益率は若干低下する見込み。

● 将来成長のため、海外など一定規模の広告・販促は継続的に実施する

とともに、海外の撮影手法や画像処理手法を紹介するコンベンション

「WPPI Asia 2009」を本年9月に開催

● メモリアルデザインサービス事業において新しい遺影写真のあり方を

提案する企画を開発費に計上

配当政策 ● 来期の配当見込みは、1,750円（配当性向22.9％）
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Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

3.2010年4月期の基本方針

メモリアルデザインサービス

事業の安定成長の継続

● 遺影写真加工のさらなるシェアアップ

● 遺影写真関連の新企画の遂行

● 多様な映像演出ツ ルの開発 販売強化● 多様な映像演出ツールの開発、販売強化

● コンシューマへの知名度向上による売上増加

パーソナルパブリッシング

サービス事業のさらなる拡大

● コンシュ マへの知名度向上による売上増加

●「ASUKABOOK Maker」による国内外ＢｔｏＢ市場の浸透

●「かんたんMyBook」による業務提携の強化

● コンベンション「WPPI Asia」の実施による顧客囲い込み● コンベンション「WPPI Asia」の実施による顧客囲い込み

企業体質の強化
● Ｊ－ＳＯＸ対応の継続、コンプライアンスの強化

● 人材育成・教育体制の充実
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Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

4.BtoC BtoB市場の戦略（パーソナルパブリッシングサービス事業）

かんたん「MyBook｣の提携強化

BtoC BtoB

「WPPI ASIA」の開催（2009年9月:東京）

全世界展開している当社の強みを生かし 世界 大の各種写真共有サイトのユーザーがアッ 全世界展開している当社の強みを生かし、世界 大の

ウエディングフォトグラファー向けコンベンション

｢WPPI｣をアメリカ以外で初めて開催。

各種写真共有サイトの ザ がアッ

プした写真を、サーバー間連携によっ

てそのまま｢ かんたんMyBook ｣の作成

ができる仕組み。

「 かんたんMyBook」
●｢ASUKABOOK｣のブランド強化

●海外の撮影テクニックや画像処理技術等を紹介

ソフトウ アの改善が今後の課題

「ASUKABOOK Maker」のブラッシュアップ

●｢ASUKABOOK Maker｣の認知度アップと利用者の拡大
サーバー間連携

・ソフトウエアの改善が今後の課題

・Mac版の機能向上が必須

・国内外へのさらなる普及促進
各種写真共有サイト

site sitesite
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Ⅳ 2010年4月期 業績見通し

5.設備投資計画

2010年４月期の設備投資は約2.3億円を予定

オンデマンド印刷機の設備更新など生産設備として

約1億3,800万円
1 生産能力維持のための設備投資

2
既存システムの改良にかかる各種システム開発、対応する

サーバー設備など、約5,200万円

既存システムの改良

サーバー設備の更新、増強

2010年４月期は、新規のソフトウェア投資や生産設備の拡大

投資は抑制
設備投資の抑制3

新社屋建築、本社改装事
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Ⅴ 中期展望

Medium-term outlook



Ⅴ 中期展望

1.中期展望

安定成長の持続 + 新市場の開拓を模索

メモリアルデザインサービス事業

成長ドライバーの役割

パーソナルパブリッシングサービス事業

プロフェッショナルユースから家庭用アルバムまで、多品種フルラインナップによる

第三の写真アウトプット文化の普及を目指す
1

自社ブランドの拡大と業務提携による拡大の両立2

膨大な写真アウトプット市場の取り込みによる持続的企業成長を実現（販売と製造のバランスに配慮）3

海外はリスクをコントロールしながら適切なスピードで展開4

安易な多角化は志向せず、二事業における自社コンテンツの拡大を図る5
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